


 

見が上がっているそうです。今回の被害を拡

大した風はサンタ・アナ・ウィンドと呼ばれ

トラックを横倒しにする程の強風という事で

すが、トランプ政権がこの 

強風のように世界を巻き込むのは勘弁してほ

しいものです。では、本日もよろしくお願い

いたします。 

 

幹 事 報 告 （田中純司 元会長） 

  報告事項（その他のロータリー関係） 

会長エレクト研修セミナー（PETS：ペッツ）

開催の御案内 

日時：  

１日目 令和７年３月８日（土） 

１３：００点鐘 

１８：３０～２０：３０懇親会 

２日目 令和７年３月９日（日） 

９：００開会～１２：００閉会 

セミナー会場： 大分市「ホルトホール大分」 

懇親会会場： ホテル日航大分 オアシスタワー

５Ｆ「孔雀の間」 

出席義務者： 会長エレクト 

懇親会会費： １０，０００円 

 

<例会変更・取り止め> 

●例会変更 

[熊本東南 RC]  

2 月 5 日（水）の例会は、職場訪問例会のため、

同日 12:00より、玄宅寺（旧：水前寺）にて行

います。 

 

●例会取止め 

[熊本東南 RC]  

①1 月 29 日（水）の例会は、クラブ指定の休

会日です。 

②2 月 26 日（水）は、祝日週のため、休会し

ます。 

[熊本中央 RC]   

2 月 14 日（金）及び 28 日（金）の例会は休会

します。サイン受付はありません。 

 

慶 事     

         ♬              1 月お誕生日              ♬          

志垣祥一郎  S20.1.24 

荒木 一之   S34.1.10 

山下 佳介   S42.1.10 

田中 慎二   S46.1.31 

本田 悟士   S56.1.10 

宮部 万里      .1.17 

 

Happy Birthday, dear fellows! 

 

出 席 報 告 （クラブ管理運営 山口悦史 会員） 

 

  会 員 総 数 19名   出 席 率 

1 

月 

20 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

31．58％ 

計算上会員数 19名 

出席会員数 6名 

12

月 

23 

日 

前回の出席会員数 18名   

  

 

90.00％ 

メークアップ数 0名 

修正出席会員数 18名 

メークアップ済み会員及びメークアップ訪問先 

なし 



 

ス マ イ ル（山下 佳介 会員） 

●宮部康弘 君 

「本日は少しさみしい例会になりますが、山

下さんの卓話楽しみにしてきました。よろし

くお願い致します。」 

●河野景治 君、田中純司 君 

「今日は出席者が少ないですね。山下会員卓

話よろしくお願い致します。」 

●田代 武 君 

「今日の山下さんの卓話楽しみにしていま

す。よろしくお願い致します。」 

●山口悦史 君 

「今日は山下さんの会員卓話楽しみにしてお

ります。」 

 

●山下佳介 君 

「誕生祝いありがとうございます。今日は久

し振りの卓話ですが、一生懸命お話しします

ので宜しくお願いします。」 

 

 

3. 例会プログラム 

 

◆会員卓話     山下佳介会員 

 
卓話者 山下佳介会員 

 
山下佳介会員略歴 

４. 閉会・点鐘 

 

＊例会終了後、定例理事会開催 

 

「ロータリーヴァイス」より 

安全な水を世界に届けたい 
 

秦野中ロータリークラブによるフィリピ

ンでの水道施設支援プロジェクト 

：椎野祐介 （秦野中ＲＣ会員） 
 

私たち秦野中ロータリークラブが活動する神

奈川県秦野市は、名水の里とも言われる山に

囲まれた自然豊かな町です。潤沢で美味しい

水があふれ、その恩恵を受けて今を生きてい

ます。こうした私たちだからこそ水の大切さを

改めて認識でき、「安全な水を届けること」をミ

ッションに掲げて活動しています。 

クラブでは 5 年前、グローバル補助金を活用

して、フィリピンのアウローラ州カダヤカン村で

水道施設の敷設事業を実施しました。目的

は、村人たちに安全で清潔な飲み水を供給

し、生活の質を向上させることでした。清潔な

水が得られれば、住民たちの健康状態が向

上し、下痢や感染症といった水が原因の病気

が減少して医療費の負担が軽減されます。生

活の質が向上すれば、より良い教育や仕事

の機会を得られる可能性も広がります。 



 

その後も、クラブでは現地施設の運用状況を

継続的にモニタリングし、地域の水供給状況

に改善の余地がないか見守り続けてきまし

た。 

さらに判明した現地の課題 

そんな中、隣接する村の住民たちから「私た

ちにも水を分けてほしい」という切実な要望が

聞かれるようになりました。調査したところ、隣

村では主に市からの供給水と井戸水に頼って

いるものの、どちらも衛生状態が非常に悪い

ことが分かりました。特に、井戸水は水質が

不安定で、しばしば飲用に適さないことがあり

ます。それが原因で毎月数人の住民が病気

で亡くなっているという現状が判明しました。 

これを受け、私たちは現地のロータリークラブ

に協力を要請し、さらなる調査を行いました。

その結果、市の水道施設は老朽化が進んで

おり、供給力が不十分であることも確認され

ました。多くの住民は井戸水に頼らざるを得

ないものの、井戸を深く掘ることが難しいた

め、水質の悪化が避けられません。堅い岩盤

が地下に広がっており、浸透した雨水や地下

水が混ざることで、飲み水としての安全性が

著しく損なわれているのです。このような問題

が続く限り、住民たちの健康被害は減少しな

いでしょう。 

 

私たちはこの現状を深刻に受け止め、現地の

人びとと協議を重ねた結果、既存の水道施設

に新たな貯水タンクを増設することで、近隣の

住民たちにも安全な水を供給できるという結

論にいたりました。この新しいタンクは、既存

施設の水を効率的に分配する役割を担うこと

で、隣村の住民約 800 人（約 200 世帯）に向

けて安全な飲み水を届けることを可能にしま

す。 

プロジェクトを通して広がるロータリーの輪 
 
今回のプロジェクトは、国際ロータリー第

2780 地区の地区補助金の支援を受けること

で実現が可能となりました。また今回は私た

ちと同じ市内で活動する秦野名水ロータリー

クラブとの共同事業として進めることにしまし

た。現地フィリピンで活動するクリエイティブバ

ギュー・ロータリークラブとメトロバギュー・ロ

ータリークラブにもサポートに入っていただ

き、グローバルに活動するロータリーならでは

の国際的事業となります。さらに、現地の水

道施設管理を行っている KSDA（カダヤカン水

道開発組合）も加わり、地域の人びとが安心

して生活できる環境を整えることを目指して、

役割を分担し、連携していきます。 

 


